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交付税特会借入・償還

来週の材料としては、国内は日銀金融政策決定会合(14・15日)や展望リポート中間評価(15日)、海外ではベージュブック(15日)やイエレンFRB議長議会証言(15・16日)、
ECB金融政策発表(16日)等が挙げられる。

＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞
9日に国庫短期証券3Ｍ第544回債の入札が行われたが、最高落札レートは△0.059%（前回債0.0000%）、平均落札レートは△0.0087%（前回債△0.0024%）と前回債から

利回りは低下した。セカンダリーは3Ｍで△0.077％近辺の出合い。6Ｍは△0.05％近辺の地合い、1Ｙは目立った出合いは見られなかった。来週14日に1Ｙ、16日に3Ｍ

の入札が行われる予定である。

＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞＜レポ＞
足許GCは週初0.01~0.015%の出合から始まった。TDB6Mの入札が行われた8日には0.05~0.06%、TDB3Mの入札が行われた9日には0.055~0.065%での出合まで上昇し

た。週末には短国買入・国債買い入れオペが合計2兆5300億円オファーされたこともあり、0.03%近辺までレートが低下し越週した。

SCは10年337・338回債がO/N物・ターム物ともに週を通してネガティブレートで推移した。10年328回債はオペ要因か、5年超10年以下の買入オペがオファーされた10

日にはO/N物で△0.05%の出合も見られるなど、タイト化した。2年債は351・353回債、5年債は123・124回債、10年債は310・311・325・328・329・337・338回債に引合が多

く見られた。

＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞
今週の日銀当座預金残高は、前週末比2.2兆円減少(発行要因)の226兆円台から始まり、7日以降は短国買入・国債買入
オペ等の資金供給を受け228～229兆円台で推移し、228兆円台で越週した。無担保コールON物は週を通して0.07％台半
ばの出合いが中心となり、同加重平均金利は0.075～0.076％で推移した。ターム物の資金調達ニーズは弱く、2W物0.11％
台の出合いが散見される程度であった。
6日、日銀は地域経済報告(さくらレポ―ト)を公表した。各地の景気情勢を前回(15年4月)と比較すると、全国9地域のうち北
海道から生産の増加などを踏まえて判断を引き上げる旨の報告があり、他の8地域については景気の改善度合いに関する
判断に変化はないとされた。また、全地域で「回復」の表現が維持された。8日、ギリシャ情勢の不透明感や上海株の急落が
影響し日経平均株価は終値で前日比638円95銭(3.1％)安となる19,737円64銭となり、5月15日以来の安値をつけた。

＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞＜ＣＰ＞
今週の入札発行額は約7,000億円で、期落ち額約6,100億円（金融機関・ABCP除く）を上回った。期が明けて調達を再開

したり、賞与手当で発行する動きが見られた。a-1格相当銘柄の3M物入札発行レートは、0.090％近辺～0.110％近辺で

推移した。

現先レートの中心は、0.060％～0.100％程度で推移した。

来週の期落ち額は約8,100億円程度となっている。


